
様式第二号の十三（第八条の十七の二関係）

平成29年　6月　22日

殿

提出者

　住　所

　氏　名

　電話番号

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の２第10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の
減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

平成29年4月1日　～　平成30年3月31日

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

①事 業 の 種 類

②事 業 の 規 模 製造品出荷額：47,249百万円

③従 業 員 数 724 人

・引火性廃油：再生業者に委託し、再資源化

・腐食性廃酸：中間処理業者に委託して中和後再資源化

④特別管理産業廃棄物の ・腐食性廃アルカリ：中間処理業者に委託して中和後再資源化
　一連の処理の工程

・感染性廃棄物：中間処理業者に委託して焼却後再資源化

（日本工業規格　Ａ列４番）

（第１面）

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

愛知県知事

平和町工場

愛知県稲沢市平和町下三宅折口710

宮﨑　直樹

愛知県清須市春日長畑１番地

052-400-1055

豊田合成株式会社

31：輸送用機器具製造業

特別管理産業廃棄物処理計画書

計 画 期 間



特別管理産業廃棄物の処理に関わる管理体制に関する事項

（管理体制図）

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度（ 平成 28 年度）実績】

別紙の通り

別紙の通り ｔ ｔ

①現状 （これまでに実施した取組）

製造工程の不良対策

・工法改善による歩留り向上対策

工法変更による歩留り向上

【目標】

別紙の通り

別紙の通り ｔ ｔ

②計画 （今後実施する予定の取組）

発生源対策による不良低減

・工法改善による歩留り向上対策

工程レイアウト見直し工法の変更による歩留り向上

特別管理産業廃棄物の分別に関する事項

（分別している特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

①現状

（今後分別する予定の特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

②計画 ・従来の活動を継続する

（第２面）

・製造工程での不良対策

・製造工程での不良対策

・当事業所では、平成14年8月より分別徹底のための引取方式を全面的に取り入れ、
　分別徹底を図っており、結果として、分別可能な混合廃棄物は発生しておりません

特別管理産業廃棄物の種類

排 出 量

特別管理産業廃棄物の種類

排 出 量

環境保全委員会

廃棄物管理委員会

省ｴﾈﾙｷﾞｰ委員会

平和町工場（ISO14001環境管理責任者）

SS製造部

各ライン

課長
各スタッフ

ＦＣ製造部

各ライン

課長

樹脂製品製造

センターＳＳ

製造部次長

ゴム製品製造

センターＦＣ

製造次長

品技室

品技室長

業務室 ｵﾌﾟﾄ製造部

各ﾗｲﾝ課長

ｵﾌﾟﾄ各室課長

平和町工場環境委員会

担当役員

ｵﾌﾟﾄ製造部

各ﾗｲﾝ課長

ｵﾌﾟﾄ各室課長



自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（ 平成 28 年度）実績】

別紙の通り

別紙の通り ｔ ｔ

①現状 （これまでに実施した取組）

【目標】

別紙の通り

別紙の通り ｔ ｔ

②計画 （今後実施する予定の取組）

実施する予定はない

自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度（ 平成 28 年度）実績】

別紙の通り

別紙の通り ｔ ｔ

別紙の通り ｔ ｔ

①現状 （これまでに実施した取組）

【目標】

別紙の通り

別紙の通り ｔ ｔ

別紙の通り ｔ ｔ

②計画 （今後実施する予定の取組）

特別管理産業廃棄物の量

実施していない

（第３面）

特別管理産業廃棄物の種類

特別管理産業廃棄物の量

特別管理産業廃棄物の種類

特別管理産業廃棄物の種類

溶剤の他工場での使用

自ら再生利用を行った

自ら再生利用を行う

実施していない

特別管理産業廃棄物の量

特別管理産業廃棄物の量

特別管理産業廃棄物の種類

特別管理産業廃棄物の量

特別管理産業廃棄物の量

自ら熱回収を行った

自ら熱回収を行う

自ら中間処理により減量した

自ら中間処理により減量する



自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項

【前年度（ 平成 28 年度）実績】

別紙の通り

別紙の通り ｔ ｔ

①現状 （これまでに実施した取組）

【目標】

別紙の通り

別紙の通り ｔ ｔ

②計画 （今後実施する予定の取組）

・分別活動の継続

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（ 平成 28 年度）実績】

別紙の通り

別紙の通り ｔ ｔ

別紙の通り ｔ ｔ

別紙の通り ｔ ｔ

別紙の通り ｔ ｔ

①現状

別紙の通り ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

（第４面）

特別管理産業廃棄物の種類

自 ら 埋 立 処 分

特別管理産業廃棄物の量

特別管理産業廃棄物の種類

自 ら 埋 立 処 分

認定熱回収業者への

全処理委託量

特別管理産業廃棄物の量

特別管理産業廃棄物の種類

処理委託量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処理委託量

を 行 っ た

・全廃棄物を社外リサイクル又は中間処理できるように分別しており、
  埋立処理は発生していない

・当事業所から発生する廃棄物は、ほぼ100％が再生利用（ﾏﾃﾘｱﾙ・ｻｰﾏﾙﾘｻｲｸﾙ）
　されている

を 行 う

優良認定処理業者への

処理委託量

再生利用業者への

処理委託量



【目標】

別紙の通り

別紙の通り ｔ ｔ

別紙の通り ｔ ｔ

別紙の通り ｔ ｔ

別紙の通り ｔ ｔ

②計画

別紙の通り ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

※事務処理欄

処理委託量

再生利用業者への

処理委託量

認定熱回収業者への

処理委託量

・従来の活動を継続し、廃棄物の再生利用拡大を推進する
・新規業者選定時は、優良認定業者・認定熱回収業者かを確認・考慮し、
　委託検討を行う。
 
 

特別管理産業廃棄物の種類

全処理委託量

（第５面）

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処理委託量

優良認定処理業者への



12.3 t 21.9 t 62.7 t 0.02 t

11.7 t 20.8 t 59.6 t 0.02 t

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t

12.3 t 21.9 t 62.7 t 0.02 t

12.3 t 21.9 t 62.7 t 0.02 t

7.0 t 21.9 t 62.7 t 0.02 t

5.3 t 0.0 t 0.0 t 0.02 t

0.0 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t

11.7 t 20.8 t 59.6 t 0.02 t

11.7 t 20.8 t 59.6 t 0.02 t

6.7 t 20.8 t 59.6 t 0.02 t

5.0 t 0.0 t 0.0 t 0.02 t

0.0 t 0.0 t 0.0 t 0.0 t

（第２面）

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

【前年度（平成28年度）実績】

特別管理産業廃棄物の種類 燃えやすい廃油 pH2.0以下の廃酸 pH12.5以上の廃アルカリ 感染性廃棄物

排　　出　　量

②計画

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類 燃えやすい廃油 pH2.0以下の廃酸 pH12.5以上の廃アルカリ

排　　出　　量

（第３面）

自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項

①現状

【前年度（平成28年度）実績】

特別管理産業廃棄物の種類 燃えやすい廃油

②計画

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類 燃えやすい廃油 pH2.0以下の廃酸

感染性廃棄物

特別管理産業廃棄物の種類 燃えやすい廃油

pH2.0以下の廃酸 pH12.5以上の廃アルカリ 感染性廃棄物

自ら再生利用を行った
特別管理産業廃棄物の量

自ら熱回収を行った
特別管理産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量した

特別管理産業廃棄物の量

pH12.5以上の廃アルカリ 感染性廃棄物

自ら再生利用を行う
特別管理産業廃棄物の量

自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項

①現状

【前年度（平成28年度）実績】

pH2.0以下の廃酸 pH12.5以上の廃アルカリ

pH2.0以下の廃酸 pH12.5以上の廃アルカリ 感染性廃棄物

感染性廃棄物

自ら熱回収を行う
特別管理産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量

（第４・５面）

自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項

②計画

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類 燃えやすい廃油

①現状

【前年度（平成28年度）実績】

特別管理産業廃棄物の種類 燃えやすい廃油 pH2.0以下の廃酸 pH12.5以上の廃アルカリ 感染性廃棄物

自 ら 埋 立 処 分
を　 行 　っ 　た

特別管理産業廃棄物の量

②計画

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類 燃えやすい廃油 pH2.0以下の廃酸 pH12.5以上の廃アルカリ 感染性廃棄物

自 ら 埋 立 処 分
を　　行　　う

特別管理産業廃棄物の量

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

①現状

【前年度（平成28年度）実績】

特別管理産業廃棄物の種類 燃えやすい廃油 pH2.0以下の廃酸 pH12.5以上の廃アルカリ 感染性廃棄物

全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者への
処　理　委　託　量

再生利用業者への
処　理　委　託　量

認定熱回収業者への
処　理　委　託　量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処　理　委　託　量

②計画

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類 燃えやすい廃油 pH2.0以下の廃酸 pH12.5以上の廃アルカリ 感染性廃棄物

全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者への
処　理　委　託　量

再生利用業者への
処　理　委　託　量

認定熱回収業者への
処　理　委　託　量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処　理　委　託　量


